














乳児突然死症候群(以下 SIDS と略す)の原因について現在では睡眠時の無呼吸によるとの

説がもっとも有力と考えられている 1)2)。 

そこで、我々は SIDSの病態解明の一つとして、正常乳児の睡眠時の呼吸動態を主として.

昼寝のポリグラフ記録(以下 PSG と略す)から検討してきた。これまでの結果では、睡眠中

の呼吸動態が生後 1 ヶ月より 4 ヶ月の間に著明に変化し、5 ヶ月以降は比較的安定化する

ところがら、4ヶ月が睡眠中の呼吸調節の臨界齢と考えてきた。そしてこの臨界齢が SIDS

の好発年齢に対応する可能性の高いことを報告してきた 3)。本報告ではこれまでの正常乳

児の記録にさらに、4 ヶ月以下の例数を増やすことで、睡眠時無呼吸の出現する睡眠段階

に何らかの特徴を見い出すことを目的とした。 


